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１．スラリー安定化処理設備の設置目的
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◼ 設置目的・設備概略図

➢ 既設多核種除去設備及び増設多核種除去設備（以下「ALPS」という）にて発生したスラリーは、
高性能容器（以下「HIC」という）に収納し使用済みセシウム吸着塔一時保管施設に保管している。

➢ スラリー安定化処理設備は、HIC内からスラリーを抜き出し・脱水を行い、スラリー漏えいリスク
を低減することを目的とする。
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◼ 処理対象とするHICよりスラリーを攪拌しながら抜き出し、スラリー抜出タンクに受け入れる。さらに供給タンク
に移送し、濃度調整を行った上でフィルタープレス機による安定化処理(脱水処理)を行う。

◼ スラリー脱水物は充填容器に排出し、保管場所へ移送する。
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３．系統概要について
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第19回特定原子力施設の実施計画の審査等に係る技術会合（2024.5.27）資料抜粋
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４-2．反映後の工程

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

中長期リスクの低減
目標マップ(主要マイ
ルストーン)

詳細設計

実施計画

設置工事

技術会合

耐震設計
課題
・機器・建屋設計の相互のやりとりを踏まえ、
複数回の見直しが生じる可能性がある

補正申請

地盤改良・建屋工事，機電設備製作・設置

機器(保管容器設計含む)・建物詳細設計，建築確認申請

モックアップ

抜出装置のモックアップ（実スラリー）装置、実規模フィル
タープレス機モックアップ装置の設計・製作

課題
・抜出装置のモックアップ（実スラリー）の結果による装置の見直し
・フィルタープレス機の実規模モックアップ結果によるセルやマニピュレータ
の設計見直し

▽ 脱水開始
（2028年度）

➢ フィルタープレス機については、当初設備製作の中で計画していた動作確認を、 2025年度初頭に実規模の機器
を用いて、マニピュレータ操作を含むモックアップを実施することにし、早い段階で機器・建屋設計へフィー
ドバックを計画。

処理開始

7/255/27

・閉じ込めの考え方
・耐震クラスとその考え方
・新たな抜出装置について
・脱水物の保管の安全性について

課題
・地質調査の結果を踏まえ、必要に応じ
地盤改良範囲の見直し

：これまでの工程

：反映後の工程

機器配置・
建屋形状見直し


